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エネルギー危機回避に向けて対応を急ぐＥＵ 
 ～ガス価格の上限設定は見送り～ 
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◇ エネルギー危機に見舞われる欧州では、本格的な需要期が近づくなか、ＥＵとしての一体的な危

機対応策の検討が続けられている。欧州委員会の新たな提案には、①電力消費の削減義務付け、

②エネルギー企業の超過利潤相当分を家計支援に充当、③評価損が拡大するエネルギー企業への

流動性支援が盛り込まれた。ガス価格の上限設定は見送られたが、ガス貯蔵の積み増し、代替調

達先の確保、省エネの取り組み加速などが奏功し、足許でガス価格の高騰が一服している。だが、

寒波による暖房需要の増加やロシアによる欧州向けガス供給の更なる縮小などが重なれば、ガス

需給の逼迫懸念が再浮上する恐れがある。欧州のエネルギー危機が回避された訳ではない。 

 

欧州委員会のフォンデアライエン委員長による14日の施政方針演説は、ウクライナのゼレンスキ

ー大統領夫人を欧州議会に招き、ウクライナへの支援とロシアへの制裁継続に多くの時間が割かれ

たが、同時にエネルギー危機に対するＥＵとしての一体的な対応が主要なテーマだった。９日のエ

ネルギー閣僚理事会でロシアからのガス輸入に上限価格を設定することで合意できなかったＥＵは、

施政方針演説に向けて新たな提案をまとめたが、ロシアによるガス供給の完全停止やＬＮＧ輸入の

減少を招くとの懸念もあり、結局、ガス価格に上限を設けることは見送られた。 

新たな提案では、①加盟国に対して電力消費を、ピークアワーに最低５％、全体でも最低10％削

減することを義務付ける、②高騰するガス価格が主に反映されるエネルギー価格よりも低いコスト

で発電可能な生産者からの買い取り価格に１メガワット時当たり180ユーロの上限を設け、そこから

得られる1400億ユーロの超過利潤相当分を物価高騰に苦しむ家計支援に充てる、③エネルギーの販

売価格を固定するデリバティブ契約を結ぶ生産者の評価損拡大に伴い、デリバティブの清算基準額

の引き上げや追加担保（マージンコール）の対象拡大などの流動性支援を拡充する、ことなどが盛

り込まれた。今後、加盟国と協議し、月内の合意を目指す。 

 ガス価格の上限設定は見送られたが、ノルドストリームのガス供給停止を懸念し、８月下旬に１

メガワット時当たり300ユーロを突破したガス先物価格（ＴＴＦオランダ）は、このところ200ユー

ロ前後で落ち着いている（図表１）。欧州各国によるガス貯蔵が計画を上回るペースで進んでいる

こと（図表２）、オランダで浮体式のＬＮＧ陸揚げ施設（FSRU）の稼働が開始されたこと、ノルウ

ェーとの間でＥＵ向けのガス販売価格の引き上げ協議が開始されたこと、ガス価格の高騰や省エネ

の取り組み加速で需要が抑制されていること（図表３）、などがガス価格の沈静化につながってい

る。だが、これから本格的な需要期に入るなか、寒波による暖房需要の増加やロシアによる欧州向

けガス供給の更なる縮小などが重なり、ガス需給の逼迫懸念が再燃する恐れがある。本格的なガス

配給制の導入が回避されたとしても、ガス価格の高騰による需要抑制や欧州委員会が提案する電力

消費の削減義務付け自体が、経済活動の抑制要因となる。欧州は景気後退を免れそうにない。 
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出所：Refinitivより第一生命経済研究所が作成

（図表１）天然ガス価格（TTFオランダ先物）の推移
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出所：Gas Infrastructure Europe資料より第一生命経済研究所が作成

（図表２）ドイツのガス貯蔵率の推移
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本資料は情報提供を目的として作成されたものであり、投資勧誘を目的としたものではありません。作成時点で、第一生命経済研究所調査研究
本部経済調査部が信ずるに足ると判断した情報に基づき作成していますが、その正確性、完全性に対する責任は負いません。見通しは予告なく
変更されることがあります。また、記載された内容は、第一生命保険ないしはその関連会社の投資方針と常に整合的であるとは限りません。 
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出所：欧州統計局資料より第一生命経済研究所が作成

（図表３）ドイツの月別ガス消費量
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